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With the implementation of the new Course of Study in high schools, I would like to consider the role of teachers in 

realizing independent, interactive and deep learning. I would like to begin my dissertation with two themes: 

 "Industrial Education from the Perspective of Educational Practice" and "Manufacturing Education is Human 

Development Education" in the field of education where I have specialized in industrial education. 

 In this essay, I would like you to explore the educational image that industrial teachers are expected to pursue in 

the future, based on the educational method that you yourself have promoted, and I do not wish to impose an 

educational theory on you. Based on this case, it would be great if we could find the teaching method required by 

the new course of study. 

 

１．はじめに 

 令和４年度から全国の高校で実施された新学習指導要

領１）における新教育課程において，教師に求められてい

る基本的な資質能力とは何であろうか．１つには多様な専

門性を高いレベルで有している教職員の育成が不可欠で

あると考える．そのため新時代の学びを支える環境整備に

伴い，教職が創造的で魅力のあることを再認識するインセ

ンティブが大切であり，志を有する大学生に対し，教員育

成大学・学部における機能強化・高度化がネセサリーファ

クターの 1 つであると考える． 

教員自身を支える環境整備など，現段階での教員不足に

拍車をかけないことが大切であるが，公立校においては予

算不足や一向に解決しない多忙化など問題山積である．し

かし，その環境下であっても授業重視を念頭とする教師の

在り方・理念は不変である．その中でも教科「工業」は，

新教育課程で示す「主体的・対話的で深い学び」を実践し

やすい教科である．また，高度成長期に必要であった工業

の技術や技能は，形が見えやすいこともあり，教授する教

師が教えることの楽しさや，ものづくりを通した生徒との

協働的な学びが実現しやすい．今後は society5.0 の時代

であり，形は変われどもその魅力は教科「工業」の中で実

現できるもので，教職の理念はさらに増すものと考えたい．   

以下の「教育実績から見る工業教育」と「ものづくり教

育は人づくり教育」の２点について論文を進めたい． 

 

２．教育実績から見る工業教育 

工業科学科長や学年主任，そして教務部長，教頭，副校

長，校長として私自身が静岡県の工業高校において歩んで

きた教員生活の中で，新しい「学校教育」を担う教師を育

んできた経緯を踏まえ，工業教育法について考察したい．

その中では，経年研修や県工業教育研究会など様々な場面

で教員の資質向上を目指すための研究などに取り組んで

きた実践報告をする．教員としての資質向上はもちろん，

将来の工業教育を指南できる人材育成を目指してきた内

容等を，以下の項目について報告したい． 

2.1 経年研修をとおして 

2.2 工業教育研究会（第一部会）研究実績に基づく新

教育課程（観点別評価）のありかた 

2.3 富士のふもとの産業教育フェア 

2.4 工業活性化委員会（産業教育推進委員会，若手工

業科教員研修委員会） 

2.5 教育実績から見る工業教育（まとめ） 

2.1 経年研修をとおして 

公立高校教員の経年研修は，初任研から始まり２

年次，３年次，６年次研修，その後１０年次研修に

あたる中堅教諭等資質向上研修が設定されており，

毎年，数人の教員に対して管理職からの講話等が研

修内容に組み込まれている．また県下工業教職員経

年研修者に対し，訓話として１時間程度講話を担当

校長（研修会場校校長）が実施する機会が何度かあ

った．工業科中堅教諭に向けて講話した内容から，

工業教育の在り方について述べていきたい． 

（１）  中堅教員研修 

学習指導，生活指導，教職員の服務，HR・部

活動指導の 4 点につき，10 年間の振り返りを回

答させ，各研修生が各々に教員の責務について

思い起こす機会を作った．その中には後悔ばか

りの教員から自信に満ち溢れた教員まで，様々
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な実態があった．私からは，「教員は常に勉強

することが大切．自信のなさが生徒の信頼感を

失いかねない危険性を含み持つ．また逆に固定

観念や自分が正解であると確信し続けたことが

崩壊することもある」と説明した．教員は閉ざ

された社会の中で講義や部活動の指導を行って

いる．「井の中の蛙」かもしれない．だから大

海を見るために勉強をしなければならないのだ． 

学習指導では，「毎年教材研究をしている

か？」，また「毎年同じ板書，資料，授業展開

を繰り返していないか？科目が同じであっても

毎年新しいノートを作成するべきである」と説

諭した．対象となる生徒は毎年違うし環境も違

う．生徒を観察し工業高校ならではの ICT 等を

利用した効果的な授業を展開することを模索す

るのが教師の責務である．また，今後は観点別

評価の実施により授業中の行動や，授業におけ

る生徒の伸長を確認することが必要となってく

る．この事などを念頭に置いた授業展開が必要

になってくる． 

生活指導に関しては，強硬姿勢で指導するこ

とはコンプライアンスの面でも危険があり，避

けるべき事項であることは理解している教員が

多いが，感情で動く教師は失格であることを説

いた．生徒側から話を聞く事が先であり，その

後保護者に連絡するなど対応を怠ることなく，

意思の疎通を図ることが大切である．つまり方

針をしっかり示すことも重要であるが，最後ま

で生徒を守る存在であることを認識する．HR，

部活動指導でも基本的には同じ対応でよいので

はないか．特に工業高校生徒は，IT に関し多様

な知識を有する生徒も少なくなく，正しい情報

教育は必須であり，教員のスキルも必要とされ

る．その他，教職員の服務に関することを含め，

具体的な手法を紹介することによって対処例を

挙げた．  

中堅教員研修となれば，立場的にも学科長や

学年主任等，学校運営上重要な立場に立つこと

もあり，その言動や行動は責任の大きいもので

あることを認識することが大切である．職場の

活性化，同僚教職員指導育成のスキルも必要と

なる．目指すものは，「チームの力を結集し，

学校教育の向上に貢献できる教師」「若手教員

やベテラン教員との関係の緩衝材として動ける

教師」である．特に必要なのは，教員のコミュ

ニケーションスキルである． 

 ・研修の最後に 

研修生に私から最後に講話した内容を下記に

示す． 

「すでに学年主任や学科長などを経験してい

る方もいるかと思うが，その役職でしか経験でき

ないことを多く体験してほしい．自信があって役

職に就く人間はさほど多くいないし，むしろ過剰

な自負のために挫折することも少なくない． 

ある新任学年主任に話したことだが，私の前で

学年主任としてのビジョンを延々と話し続け，

「こんな学年にしたい」と話した．私は「そのビ

ジョンを持つことは素晴らしいこと．しかし，ま

ずは学年集団を観察し生徒を観察し，いろいろな

生徒指導などを経験して初めて方針がきまるも

の．型にはめた学年経営は何かしらの歪を生む．

まずは経験からだ」と話した．その後，彼は自学

年のために尽力し，担任もその働きに信頼を置い

て，何かあったらすべて学年主任に，と思われる

ほど理想を実現化していったのだが，２年生にな

ったころより不協和音が発生してきた．それは担

任同士が不仲で，コミュニケーション不足から他

クラスを誹謗することが多くなり，学年集団とし

て纏まらなくなってきた．また，本人も毎日発生

する生徒指導の中で，担任の頭越しに指導したこ

とにより，生徒の担任信頼度低下，そして学年主

任自身の精神的な疾患の発症につながった．ある

意味，経験であるが，生徒にとって高校生活は一

生に１度しかなく，その大切な３年間を有意義に

過ごすためには，教員が健康な精神状態であり，

学年としての体制も強固なものでなければなら

ない．皆さんも教員生活１０年を過ぎ，役職につ

く年代となってきたが，管理職から依頼されたと

きには，ぜひ経験値を上げるつもりで挑戦してい

ただきたい」とコメントした． 

（２）  ６年次研修 

６年次研修では，主に研究授業の意義に関し

て講話を行った． 

・先輩教員授業参観の意義 

今まで行ってきた自分の授業と先輩教員の授業

を比べる「学ぶ＝真似る」 

経験を積み重ねた教員には必ず「型」があり，

参考にするべきところを考え，自分なりに工

夫・改善を加えて真似ることにより自己のスタ
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イルを確立していく 

 

・指導案の見直し 

指導案は授業設計図である．「目的」ははっきり

しているか，展開として大事なのは学習への動

機づけであり，どのようにやっているか，アク

ティブラーニングの充実はどのように意識され

ているか．評価計画はどのようにされているか．

など慣れによって例年同じ授業を展開していな

いかを認識させることが重要． 

 

何度となく経年研修の講話をしてきたが，基本的

に備え持ってほしい教員の資質に関して，方向性

（理想）は変わっていない． 

ア. 生涯にわたって，学び続ける教師 

イ. 生徒との人間関係が築ける教師 

ウ. どのような問題にも冷静に対応し，解決を 

図れる教師 

エ. チームの力を結集し，学校教育の向上に貢献 

できる教師 

オ. 専門的な力量のある教師 

カ. 分かりやすい授業をする教師 

である．  

（３） 経年研修を通してのまとめ 

新学習指導要領１）に掲げられている「生きる

力」は，教員によって導きだすことが可能である．

そのために教員は「どのように学ばせるか」を模

索し，具体的な手法を導きだす力が必要となる．

一斉授業のように「何を学ぶのか」だけでなく，

その手法が重要となってくるのである．そのため

には教科横断的な知識が必要となり，教員間のコ

ミュニケーションや研修は必須になってくると

思われる．このことは教科だけでなく，生徒児童

に教えるすべての事に対し適用することであり，

上記のア～カの項目は，今後もますます教員に必

要な条件となってくると思われる． 

2.2 工業教育研究会（第一部会）研究実績に基づく新教

育課程（観点別評価）のありかた 

冒頭で述べさせていただいたように，新教育課程

が開始された今後は，多様で質の高い専門性を有す

る教職員の育成をしなければならない．その中で，

今回の新教育課程では観点別評価の在り方が，今後

の教師として教授するときの指針となってくる．  

県工業校長会の主催する「工業教育研究会」は，６

つのカテゴリーに分類されており，私自身，長きに

わたり「第１部会」（機械系部会）に所属しており，

校長就任時からは第１部会の担当校長として，指導

助言の立場で係ってきた．実質的には，工業教育研

究会の研究指針（研究題目）は，会長である私が提

案し会を進める形となり，新教育課程の実施前年度

まで研究を続けてきた．毎年構成メンバーは変わる

ものの，新時代の工業教育を推進するメンバーであ

る．観点別評価の３観点は，文科省の提示のように

1.個別の知識・技能 = knowledge（ナレッジ）2.思

考力・判断力・表現力等 = intelligence（インテリ

ジェンス）3.学びに向かう力（主体性）・人間性等 = 

mind（マインド）である．平成 4 年度の高校１年生

からは評価を数字でつけるのではなく，ABC で評価

し，学校独自で換算する方法により５段階評価とな

る．この研究会では，主に工業に関する実習科目に

ついて各ショップ（旋盤・溶接実習，機械設計）の

観点別評価についてルーブリック表を作成し，評価

を通じて工業教育の在り方を研究してきた． 

まず，観点別評価の意義や目的，仕組みを理解し

たうえで，今後の工業教員としての資質向上を図る

ことを目標とした．以下は，観点別評価を通じての

教員育成のための指針である． 

・児童生徒の「確かな学力」の育成を図るため， 

「教えて考えさせる授業」を行うことができるよう， 

授業改善を促進できる教師を育むこと． 

・新教育課程の研究を通じ，「主体的に学習に取り組 

む態度を育成」するために，教員自身がものづく 

りの楽しさを経験する必要性を認識すること 

・特別支援等，心的・肉体的弱者の共助ができる教 

育の推進ができること 

・各学校において，観点別評価を推進する中心的な 

存在となれること． 

この４点を人材育成の柱としていた．この論文は各

年１０ページ程度の論文で，部会委員の個々の意見

等全てを記載できないが，令和４年度から始まった

工業高校の新教育課程（観点別評価）を進める中心

メンバーとして尽力できたと推測している．上記 4

点の目標のうち 3 点を抽出し，報告をする． 

（１） 授業改善を促進できる教師を育む 

 自らの授業に対し自己満足していては，授業

改善は不可能である．常に改善のための疑問を

持ち，深い学びができる授業を進めなければ授

業改善は確立できない． 

学習指導要領＊の第 2 節工業第 1 款目標（２）
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において工業高校生に必要な資質・能力として

「工業に関する課題を発見し，職業人に求めら

れる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決す

る力を養う」とある．そのためには主体的・対

話的で深い学びの視点での指導方法が必要であ

るとされている．工業教育では創造力育成を狙

いとした実践授業においては，生徒の自由な発

想を引き出し，意見交換を通してアイデアを広

げるために,教員（教師）がブレインストーミン

グ法などの指導技術を向上させることが重要で

あり，そのためには，教員自らのスキルアップ

や実践例などの情報収集の努力が不可欠ではな

いかと思っている． 

（２） 教員自身がものづくりの楽しさを経験する必要

性を認識 

この研究題目において，観点別評価のルーブ

リック表を完成させる際に一番苦労をしたのは

「主体的に学習に取り組む態度を育成」の評価

基準であった．教員として与える課題や方法に

よって生徒の主体性は大きく変わってくる．ま

たそれを評価しなければならない．教員の責務

は，生徒自ら取り組むことのできる課題・方法

を見つけ出し，提示することである．そのため

には，教員のスキルが問われてくる．特にもの

づくりに関しては，日々進化する科学技術をリ

アルタイムで収集し，活用できることが必要と

なってくる．この研究会では，観点別評価のル

ーブリック表の作成が目的であったが，それを

通じて実習本来の在り方まで研究することがで

き，常に教員として勉強をしなければならない

ことを再確認できた． 

（３） 共助ができる教育の推進 

 「共助」と言うと地域連携した防災を思い起こ

す方も多いかと思うが，授業実践においても「共

助」が必要だと思っている．後にも述べるが，外

部と接触するイベントや外部講師の講演など工

業教育においては実社会と連携し，深い学びを実

践することができる．教科は違うが商業・農業科

では実践販売等を実施し，地域との連携を図り教

育効果を上げている報告も多くある．  

 また，心的・肉体的弱者の共助ができる教 

育の推進が必要となる．以前勤務した学校では，

老人介護施設に生徒が出向き，車椅子の修理をし

たことがあった．修理することが目的の１つであ

ったが，施設の方々から感謝の声をいただき，自

己有用感や社会貢献の意識を体験させることが

できた． 

すべての人の生活を豊かに，そして幸せにでき

る工業技術を学ぶ生徒には，必要な体験であると

共に，工業の教員はその機会を企画し，実行して

いく企画力が必要とされると考えている． 

2.3 富士のふもとの産業教育フェア 

子どもたちに実社会と触れる機会を与え，社会と

のかかわり力を身に付けさせるとともに，学校の活

性化につなげるため，実施したイベントである．平

成 28 年 11 月に在籍工業高校が主催し企画・運営し

たものであるが，現在は市が主催している．広報が

主となるイベントではあるが，実質的には生徒を指

導する教員の資質向上やチャレンジする意義を再確

認させる目的もあり，各工業科長を中心として全工

業科教員が参加し，学校を挙げてのイベントとなっ

た． 

校長の指示のもと，工業高校教頭時に開催初年の

開催にあたり，事務局長として企画・運営を進めた．  

（１） 経緯 

地域の専門系列を持つ高校や大学等６校の参

加を予定したが，職員の多忙化につながると，数

校しか同意を得られなかった．市が主催者となっ

た後，コロナ禍で中止の年もあったようだが，現

在まで継続開催されている． 

さて本題であるが，在籍工業高校内部において

イベント開催に肯定派と反対派が混在し，教員の

とらえ方もさまざまであったが，学校現場におい

て協働をすることは教員を育てる，あるいは学校

を育てることになると考えていた．もっと広く考

えれば，地域の専門高校等の魅力発信はもとより，

協働することにより地域社会との協力，また学校

間での協力を強固にしていきたい旨もあった．も

ちろん生徒主体のイベントであり，生徒のプレゼ

ン能力やコミュニケーション能力を伸ばすこと

が第一であるが，イベントによる教員の伸長は，

思いのほか実績を上げたように思っている．工業

技術が AI にとって替わられようとしている現代

であるが，これからの教員は，知識・技能の指導

力を基礎として，教職に対する使命感や誇り，子

どもに対する愛情と教えることへの情熱を持っ

て，すべての子どもの成長を適切に支援できるな

ど，人物重視の観点に立つ教員が必要であり，よ

り人間的な要素が必要だと考える．まずは，コミ

ュニケーションの大切さを重視し，外部のイベン
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トであるがゆえに学校外の方々と有効な接触を

し，学校という閉ざされた社会に，とどまっては

いけないと考える．それは時に大学と高校であっ

てもよい．同様なイベントで「科学と技術の広場」

という大学と静岡県東部の工業高校との共催イ

ベントで，毎年２０００人を集める大きな催しと

なった（現在は中止）．事務局長を私自身が１年

間担当し，その有効性を認識できた．同じような

イベントを富士・富士宮地区でも実現したく「富

士のふもと産業教育交流フェア」を立ち上げた．

対象者が「小学生」，「中学生」と開催目的は大き

く違うが，生徒の意識や使命感は強く，外部との

交流・連携は教員としても企画する必要性を強く

感じた． 

（２） 地域や産業界との連携・交流関係の構築の意義 

現在，専門高校（工業）の人気が低迷し，生徒

募集では苦慮している．現在県下の工業高校拠点

校に勤務しているが同様の状態である．以前から

工業の魅力発信をするために各工業高校も数々

のイベントを実施してきた．しかし効果的なモノ

にはなっていないのが現状のようである．考えて

みれば一方的に技術披露を展開したイベントで

は，一方通行で，ものづくりの楽しさを伝えきれ

ていないのだと思う．工業科の改善・充実を図っ

ていく上では，地域や産業界との双方向の連携・

交流関係を 確立していくことが，極めて重要で

ある．単に地域や産業界の協力を仰ぐというだけ

でな く，各学校の教育力を地域に還元すること

により，地域や産業界との連携・交流関係を築く

ことが大切である．工業に関する各分野の第一線

で活躍する地域や産業界の技術者などを学校に

招き，生徒が先端的な知識，技術などを身に付け

たり，優れた技術・技能を身に付けたりするとと

もに，望ましい勤労観・職業観を育成するために，

学校における実践的な教育活動に連携・ 協力し

てもらうことは有意義なことである．特に，我が

国の優れた伝統技術・技能の継承も重視される中，

伝統技能継承者や高度熟練技能者を学校に招き，

実践的な指導を生徒が 直接受けることや優れた

技術・技能を見学することは大変効果的である．

各学校においては，特別非常勤講師制度などによ

り，社会人講師等を積極的に活用するなどの工夫

をすることが大切である． 

従来から，「課題研究」や各科目の実習の一部

として，産業現場等における実習が，地域の産業

現場において積極的に取り組まれてきていると

ころである．今回の改訂においては，各学校では，

地域や学校の実態，生徒の特性，進路等を考慮し，

キャリア教育を推進するために，地域や産業界等

との連携・交流を図り，産業現場等における長期

間の実習を 取り入れるなどの就業体験活動の機

会を積極的に設けるものとされ，また，職業に関

する 各教科・科目については，就業体験活動を

もって実習に替えることができることが総則¹⁾

に示されている．したがって，工業に関する学科

においても，これまで以上に，就業体験活動を積

極的に取り入れていくことが求められている．そ

の際，あらかじめ学校の教育活動の一環として計

画し，就業体験活動を工業科に属する科目の一部

又は全部に替えるよう工夫することが大切であ

る．また，地域や産業界等との連携関係を確立す

るためには，学校の教育力を地域に還元する努力

も重要であり，学校のもつ施設・設備等を地域に

開放し，ものづくり体験教室や先 端技術講習会

の実施などの交流活動に取り組むこと，生徒が自

らの学習の成果によって身に付けた工業の専門

性を生かしたボランティア活動に取り組むこと

なども考えられる． 

2.4 工業活性化委員会（産業教育推進委員会， 

若手工業科教員研修委員会） 

前委員会である「産業教育推進委員会」，「若手工

業科教員研修委員会」を１つにまとめ，令和元年度

に「工業活性化委員会」となった．当初は選抜され

た教諭を主体とした委員会だったが，その後工業を

専門とする管理職が主となり，構成された．静岡県

下の工業教育を進めるにあたり，管理職の目線とし

て県工業校長会の主催するイベント運営方法の検討

や，学校改善等に関する情報共有をすることにより

学校運営を推進していく組織へと変わった．基本的

には副校長・教頭の工業管理職としての勉強会の１

つとなっている．校長はアドバイザー的な立ち位置

にあり，工業のプロパーを問わず各工業高校の校長

がメンバーとなる． 

 さて，以前の産業教育推進委員，若手工業科教員

研修委員を選抜するのは，校長の役目であり，その

人選にあたっては，その教員をどのように育ててい

くかを考え選抜してきた．以下にその意図を述べた

い． 

（１） 多角的視野を持つ教員 

現在リベラルアーツ教育の必要性が言われて

静岡理工科大学紀要Vol.31,２０２３ 66



 

いる．「一般教養教育」を指す言葉であるが，科

学の発展やグローバル化によって複雑化する社

会における「答えのない難問」を解決する教員ス

キルは，単一の専門領域に関する知見だけでは足

りない．求められるのは多角的な視野を持つ教員

であり，特に工業界では，その必要性は大きい．

各大学でもその必要性により科目設定している

のが現状であり，教員にも求められる資質と考え

る．特に県工業校長会では物事を多角的に判断で

きる幅広い教養を持った人材が今後の管理職等，

学校経営には必要と考えている．委員には，過去

の教育実績も踏まえたうえで，特にリベラルアー

ツ教育が必要となる「ものづくり」に尽力してい

る教員を人選してきた． 

（２） 人材育成のための選抜 

 この委員選抜において，中堅教員を選抜するこ

とが多いのだが，若い教員を選抜する場合も少な

くない．それは，行動力がありアイデアを多く有

する教員である．学校運営は，時に大きな変革が

必要な場合がある．それを推進できるリーダーの

育成が必要であり，この工業活性化委員会の中で

多くを知ることにより新しい工業教育がなされ

ていくと期待をしている．リーダー育成の方法は

他にもあるが，若い教員の研修を充実させること

である．いずれにしても古く保守的な考えは，い

つか変革の時期が訪れ，新しい息吹を取り入れな

ければならなくなる．そのリーダー選抜を見極め

る力も管理職は持たなければならない． 

2.5 教育実績から見る工業教育（まとめ） 

 教員の経年研修から中堅，管理職にわたり実践（講

話等）してきたことを報告し，その中での考え方や

方法を紹介してきた．このほかにも「特別支援に関

する資質の育成」や「ＩＣＴ活用研修の実施」など

新学習指導要領１）には，論じなければならない項目

が多くあるが,ここでは基本的な目指す教員像を中

心に紹介した． 

 

３. ものづくり教育は人づくり教育 

新学習指導要領＊において「ものづくりを通した人づく

り」の大切さが表記されており，工業教育においても目指

すべき指導法が解説されている．日進月歩する科学技術の

中で教える内容が変わっていくのが工業の技術であるが，

基本的技術やその指導法は不変のものも多く,それらは工

業教育を進めるにあたり重要なファクターの 1 つだと考

える．ここでは，工業高校における「ものづくり」に重点

を置いた科目「課題研究」について，自身が実践してきた

研究をもとに工業教育の在り方について論じたい． 

3.1 ものづくり教育の必要性 

ものづくり教育の必要性が叫ばれ，すでに多くの

時間が経過したように思われる．様々な研究発表等

が報告されているが，その「ものづくり」が効果的

な教育となっているか，またその後の生徒たちの進

路や人生観に影響があったのだろうかという実績に

基づいたうえで再考しなければならない，と思い起

したのが約２０年前．単発的な指導や思いつきで「も

のづくり」をさせていないか．系統づけた３年間の

指導としているか．生徒主体のものづくりであるか

等，教員が指導する中で反省し，PDCA サイクルが効

果的に働いてきたのか，考え直す機会として，課題

研究で１０年ほど実施してきた「ソーラーカーの製

作」を通じてものづくり教育のあり方，また生徒を

引きつけるものづくり教育とは何かを考察したい． 

（１） 「ものづくり」に感じること 

・大きなものを作ろう 

「ソーラーカーの製作」２）は平成７年より取

りかかったのだが，当時は「課題研究」という形

ではなく３年生で行われる実習の一部で，グルー

プを作り指導担当より与えられた課題をこなす

方法で行われていた．したがって生徒各自が自ら

考え行動する事は基本的にはない形で，ものづく

りが始まった．  

その中で，生徒たちに「ものづくり」の題材を与

える基本路線としては， 

 Ⅰ 形を残せるもの 

 Ⅱ 達成感を持たせるもの 

 Ⅲ １，２年生での知識を生かせるもの 

の３つとした．  

さらにこれを主にもう一つ考えたことは，一年で

完成するものでなく研究を継続させ，後輩たちに

その作品を受け継がせる作品の製作とした． 

「Ⅱ 達成感を持たせるもの」と相反する様にも

思えるが，「完成させること＝達成感」ではない

と考えている．作品の完成も一つの目標となるが，

それだけではない達成感（自分でここまで作れ

た！）があるはずである．さらに，製作した回路・

CAD 図面・仕組み・問題点など後輩への引継ぎの

ために，わかりやすく確実なレポートを残さなく

てはならなく，そのための方法・工夫などが「も

のづくり」で大切な要素であると感じたからであ

る．  
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大きな作品の製作には，多くの時間を必要とす

る．３単位しかない課題研究での進行速度には限

界があるが，年を重ね手直しを繰り返すうちに完

成度も高くなり，外部に公開できる様になる．「あ

の学校に入れば，ソーラーカーが作れる」と在籍

する工業高校を希望する受験者が多くなってき

たのも，同じ研究（１つの作品）の継続があった

ためだと思う． 

・安全に楽しめるソーラーカー 

生徒たちは動く物が好きで，特に乗ることがで

きる車（ビークル）には興味を示し，課題研究の

テーマとしてあがることも多いことと思う．しか

し，生徒が作った作品（ビークル）に一般の人や

幼児が乗る事を想定して製作しているかという

と，ほとんどの場合，配線や可動部のこれに関す

る安全は二の次で“完成第一”ではないのではな

いだろうか．私は，この「安全」こそ生徒たちが

学ぶべき「ものづくり」の基本的要素であると思

う．もちろん加工を行う生徒自身の作業上の安全

が第一だが，「ものづくり」では，後に想定され

る危険を把握し，安易に製作せず丁寧に作ること，

が「安全」につながる事だと理解させることが重

要である． 

・汚れた場所では作業ができない 

実習で掃除は義務づけられ，特に工作機械では

かなりの時間を清掃の時間に割いているのでは

ないかと思われるが，課題研究になると，場合に

よっては部屋をあてがわれ，いつでも作業のつづ

きが再開できるようにと清掃や片づけがおろそ

かになってしまう場合もあるのではないだろう

か．私も実験的にきれいに掃除・片づけした場合

と，その逆の場合を生徒に経験させたが，やはり

汚い作業場では生徒の作業も雑となり，工具を探

す時間の増加などがあり，不十分な作業内容とな

る様感じた． 

「軽自動車ソーラーカー」を製作した場所は，

大きさや重さの関係から他科の実習室を借り，作

業を進めたため清掃や工具の片づけには細心の

注意をして行った．そのことが，かえって生徒た

ちには清掃や片づけの重要性を確認できるよい

機会となったのだと思う． 

3.2 １２年の年月をかけて完成した 

「軽自動車型ソーラーカー ～軽自動車ナンバー 

取得，伊豆半周の試験走行，公用車としての活躍～」 

平成７年より製作した「ソーラーカー」は，平成

１８年にナンバー取得，平成１９年には伊豆半島半

周を経て学校まで試験走行を実施し，SBS テレビなど

の同行取材を含め，多くのマスコミが「公道を走る

ことのできる公立高校初のソーラーカー」として取

り上げていただいた．膨大な走行データ取得に基づ

き改良を重ね，翌年には学校の公用車として活躍す

るまでに至った．メインのソーラーカー以外にも，

零から創作したレース型ソーラーカーや子供たちが

安全に楽しめる展示体験カート型ソーラーカーなど，

生徒たちが先輩から引き継いだ技術や知識を活用し

た独創的な「ものづくり」を実践してきた． 

こうした研究の中で「ものづくり」の教育効果が随

所に見られたように思う． 

以下に生徒の「ものづくり」を通じて感じた感想を

紹介する． 

（１） 製作した生徒の感想（原文） 

・ソーラーカーを製作しはじめた頃は，１，２年の

頃の実習とは，まるで違う作業内容に戸惑いもし

たが，実際にはそれまでの実習などとは，比べら

れないほど面白く，興味深いものであった．課題

研究で最も大変であったところは，生徒の自主性

に寄るところが大きい，と言うところである．つ

まり生徒にやる気がなければ，その課題研究は全

く進行しないと言うことだ．色々な苦労があった

からこそ．無事完成したときの喜びがあったと思

う，今後の生活にこの経験をいかしたいと思う． 

・僕が作った部品などは，ソーラーカー全体から見

ればたいしたものではありませんがそんな部品一

つ一つにも製作者の想いがつまっている，そんな

ソーラーカーを作ることができてよかったです． 

・今回，残念ながら新しいソーラーカーを完成させ

る事はできませんでしたが，今後のソーラーカー

の基本的なものができたと思います．ですが，改

良点や新しく考えなければならない所が多く課題

が多く残ってしまったのも事実．ぜひ，来年の担

当者にはこれらの問題を解決し少しでも完成に近

づいてほしいと思います．また，今回で得た経験

を大学進学後にも生かしていきたいと思っていま

す．卒業後も，ソーラーカーを見に来ようと思い

ます．そのころ，車両が今までよりいっそう進化

していることを期待しています． 

・私は，このソーラーカーの実習をパンフレット

で見てこの学校に来たようなものなので，この実

習ができてとてもよかったと思いました．１，２    

年生で勉強したことがそのまま使えるのが嬉しく，
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また，仲間と共に夏休みや放課後など遅くまで作

業して作り上げた事がとてもいい経験になりまし

た．今回は自動車学校でのテスト走行ができたた

め，マシンの問題点や乗り心地などを自分で体験

でき，その後の改良に生かすことができました．

前年度の車を改良しただけかもしれませんが，こ

こまで作ってきたということは，どこにいっても

自慢できるものだと思っています． 

（２） 「ものづくり」の教育効果と教育方法 

生徒の感想にあるように， 

・ 完成を見ない作品でも達成感がある 

・ 自分の作製した部品に誇りが持てる 

・ 後輩に課題を残し，更に進化させてほしい気

持がある 

・ 先輩が研究している研究を自分もやりたいた

めに入学した 

・１．２年次での実習等が研究で活かせた 

など，一部の生徒の感想ではあるが「ものづくり」

（ソーラーカーの製作）に対し興味のある生徒達

が集り，各自が目的を持ち製作に取り組んだもの

と思う．生徒を引きつける「ものづくり」は,教員

の姿勢や課題の与え方などが大きく影響する．私

自身は，単に“自分が作ってみたいものを作る”

だけだったかもしれない．しかし，教員が興味あ

る「ものづくり」は，生徒と共に一つの作品を作

り出す創造の喜びを共有できる方法の一つであっ

たことは間違いない． 

文科省の示す工業科教育では，「工業の見方・考え

方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うこ

となどを通して，ものづくりを通じ，地域や社会

の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な

資質・ 能力を次のとおり育成することを目指す」

としている． 

「工業の見方・考え方」とは，ものづくりを，工

業生産，生産工程の情報化，持続可能な 社会の構

築などに着目して捉え，新たな時代を切り拓く安

全で安心な付加価値の高い創造的な製品や構造物

などと関連付けることを意味している． 

具体的に教員は生徒に何を与え，何を習得させれ 

ばよいのか．また，教員がつけるべきスキルとは 

何であろうか． 

単にものづくりであれば科目にも設定されてい

る「実習」にて体験できる．しかし，「実習」は一

方的な教授要素が多く，キャリア形成を見据えて

学ぶ意欲を高める，産業界関係者などとの対話，

生徒相互の討論といった自らの考えを広げ深める

といった点では,十分な成果を上げることは難し

い.新教育課程では，「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善を進めることを示した．

これは，ものづくりに関して説けば，ものづくり

を体験し，その振り返りを通して自己反省や討論

（コミュニケーション）など，アクティブ・ラー

ニング的な要素を持たせた授業改善をしなければ

ならないとも理解できる． 

私は「課題研究」を進めるにあたって，はじめ

に過去数年分の「ソーラーカーの製作」論文を熟

読させた．生徒には読んでも理解できないことは

当然のことであるが，「わからなければならない

（わからなければ研究が進まない）」の状況を設定

し，生徒自ら（あるいは対話的に）解決の方法を

模索させた．結果としては卒業生と同程度の知識

を短期間にて修得できたように思う．また，温故

知新ではないが，過去論文から得た知識から生ま

れる疑問やアイデアは，工業教育にとっては大切

な財産である．私が同じテーマを生徒に与え続け

たのは，このシチュエーションを実現できるから

である．教員が与えなければならないのは知識・

技能のみではなく，自身やグループで考える機会

である． 

もちろんデメリットも発生する．教員が与えた

研究題目から選択し，生徒自身が本当にやりたい

研究ができないことである．しかし，この「ソー

ラーカーの製作」課題研究は，車の知識はもちろ

んの事，溶接・旋盤などの機械的ものづくりから

電子回路やプログラムなど電気電子的ものづくり

の要素を含んでいた．この研究を進めながら，自

分が作り上げたかった電子ドラムセットを手作り

した生徒もいた．つまり，ものづくりは自分のス

キルを上げ，さらに技術を発展させることができ，

今後の社会発展に必要不可欠な教育となることが

分かる．まさに「ものづくりはひとづくり」であ

る．生徒は習得させた基礎知識を踏まえ，それを

活用し更なる創造に発展させていく力が必要だと

考えている． 

さて，これまでに，生徒に考えさせる機会を持

たせるのが，教員がつけるべきスキルであると論

じたが，実際には課題を与えた後,生徒の状況の観

察がおろそかになりがちな教師が少なくない．私

は，教員が生徒の知りうる先まで理解していなけ

ればならないと考えている．１２年ほど製作期間
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のかかった「ソーラーカーの製作」研究であった

が，生徒以上に研究をしていたのは教員でなけれ

ばならないと考えていた．設計図の作成や試作の

製作など，研究の進む方向を見定め研究をしてい

た．１２年は生徒のペースであり，作り上げるだ

けなら，かなり短期にて研究は終了していたよう

に感じている．補助資料として私の設計図や試作

品を生徒に提示したこともあったが，「主体的・対

話的な深い学び」の観点から考えれば教育効果は

薄れてしまった面は否定できない．「ものづくり」

において教員は，生徒へのアドバイス（示唆）を

する役目であるが，そのためには技術の高度化や

情報技術の発展等への対応に関する学習の充実や

環境問題や，省エネルギーに対応した学習の充実

を軸に常に学習し続けることが大切である． 

 

４. まとめ・考察 

 「教育実績から見る工業教育」と「ものづくり教育は人

づくり教育」の２点に焦点を絞り，主に工業教育について

教師の育成の報告をさせていただいた．工業高校を題材に

話を進めたが，私自身，生徒として工業高校に在籍したこ

とはなく，普通高校から工業系（機械）の大学へ進学した．

大学で機械を学んできたが，教員として就職した当時は

日々勉強だった．しかし，ものづくりに関しては，だれに

も負けず興味があり，実践してきた．作業着を着ていない

と「だれ？」と振り返られることも多々あった．工業の教

員としての原動力は，この「ものづくり」だったことは確

信できる．「ものづくり」に関しては，様々なことに挑戦

してきた．初任校では，まだコンピューターが普及してい

ない環境下で入試選抜処理プログラムを作ることから始

まり，「スキーロボット」「ファジー制御ビークル」など電

子機械的なものづくりから始まり，報告させていただいた

「ソーラーカー」などを製作してきた．その中で工業教育

のあり方について，身をもって体感してきた．また工業の

教員として生徒への知識伝承，そして教員としての継承を

責務として感じてきた． 

新学習指導要領で示されるアクティブラーニングやコ

ミュニケーション能力の育成は，工業に限らず専門高校で

はすでに取り入れられてきた教育手法である．大きく変わ

ったことは，観点別評価の導入である．これに関しては，

「対話的で深い学び」を実現するための手法は必要となる

が，課題研究をはじめとする実習授業は，生徒自ら行動・

実践でき．ものづくり教育の持つ教育力の高さを感じてい

る．しかし，教員が勉強なくして生徒の求める「ものづく

り」は実現できない．つまり，「ものづくり」の教育力の

高さは認めるが，それを与える教員のスキルが無ければそ

の効果も半減してしまうのだ．教員としては多くの研修や

研究会，そして情報収集に勤しまなければならない． 

 戦後の日本は産業の発展から復興し，それを支えてきた

のは工業であると思っている．現在，高校において専門高

校への進学希望が少なくなり,またその生徒を教える教員

も減少している．確かにいろいろな装置などがアッセンブ

リ化されボタン１つで操作でき，ブラックボックス化して

いる．知識が無くても，ものづくりができる時代になって

いる．つまり必要な工業知識は大きく変わってきたのであ

る．しかし，基本となる技術・技能は変わらないはずで，

それを伝承しなければ今後日本の発展も無いように感じ

る．今後の日本の教育は，新学習指導要領が示すように自

らが学習に取り組み，新しい発想を導き出すことができる

生徒を輩出しなければならない．そのためには，学校教育

において教員がその手法を確立し，授業等でその機会を与

えることが必要である． 
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